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昭和 36 年から北 24 条で
お店を営む

小
こ

泉
いずみ

　詔
あき

信
のぶ

　さん

ぽ
っ
ぴ
ぃ
が
旧
市
電
鉄
北
線
の
歴
史
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

お
か
え
り
市
電
の
ふ
る
さ
と
へ

か
つ
て
の
市
電
の
車
庫
跡
に
建
つ
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
北
24
西
5
）
前
に
、

こ
の
4
月
、
市
電
車
両
が
設
置
さ
れ
た
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

今
月
は
、
昭
和
49
年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
区
民
の
足
と
し
て
活
躍
し
た
市
電
鉄

北
線
の
歴
史
を
、
北
24
条
商
店
街
振
興
組
合
の
小
泉
理
事
長
に
伺
い
ま
し
た
。

▲▲幌北車庫（札幌市交通局所蔵）幌北車庫（札幌市交通局所蔵）

市
電
が
活
躍
し
た
場
所
で
、

か
つ
て
の
幌
北
車
庫
の
跡

地
（
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
）
に

市
電
を
設
置
し
、
地
域
活
性

化
に
役
立
て
る
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
か

ら
だ
よ
。
こ
の
車
両
は
、
北

24
条
商
店
街
振
興
組
合
に

寄
贈
さ
れ
た
も
の
な
ん
だ
。

市
電
鉄
北
線
は
札
幌
駅
前

か
ら
新
琴
似
駅
前
ま
で

通
っ
て
い
た
ん
だ
。
当
時

は
通
勤
・
通
学
の
人
で
毎

日
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、
車

両
を
連
結
さ
せ
て
走
る
こ

と
も
あ
っ
た
よ
。

　

市
電
の
駅
を
中
心
に
ま

ち
づ
く
り
が
進
ん
だ
の
？

馬
車
が
通
る
よ
う
な
砂
利
道

だ
っ
た
の
が
、
市
電
が
通
っ

て
か
ら
舗
装
化
が
進
み
、
商

店
や
飲
食
店
も
増
え
て
い
っ

た
ん
だ
。
北
24
条
が
「
北
の

ス
ス
キ
ノ
」
と
呼
ば
れ
た
時

期
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。

　

今
後
、
市
電
車
両
は
ど
ん

な
ふ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
？

小
学
生
の
絵
の
展
示
な
ど

の
子
ど
も
向
け
企
画
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
考
え
て

い
る
よ
。
車
両
が
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
て
、
多
く
の

人
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
ね
。

未着未着

▶
当
時
の
市
電
路
線
図（
北
区
部
分
）

▶
当
時
の
市
電
路
線
図（
北
区
部
分
）

市電鉄北線の歴史市電鉄北線の歴史
昭和 2(1927) 年に開通。新琴似地区をは昭和 2(1927) 年に開通。新琴似地区をは
じめとする宅地化とともに北部へ延長じめとする宅地化とともに北部へ延長
し、昭和 39(1964) 年には新琴似駅前までし、昭和 39(1964) 年には新琴似駅前まで
の総延長 5,228 ｍと当時の市内の路線での総延長 5,228 ｍと当時の市内の路線で
最長のものとなった。最長のものとなった。
重要な交通機関として市民に活用された重要な交通機関として市民に活用された
が、昭和 46(1971) 年の地下鉄南北線開通が、昭和 46(1971) 年の地下鉄南北線開通
に伴い、徐々に路線を縮め、昭和 49（1974）に伴い、徐々に路線を縮め、昭和 49（1974）
年には全線が廃止された。年には全線が廃止された。

写真（上）：北 24 条にあった停留場 ( 昭和 47 年撮影）
　　  （中）：札幌サンプラザ前の車両「市電 248 号」
　　  （下）：6 月 11 日に行われた市電お披露目式の様子

ぶ
らり　ぽっぴぃ

散歩
さん

ぽ

　

な
ぜ
北
24
条
に
市
電
の

車
両
を
置
く
こ
と
に
な
っ

た
の
？

　

北
区
に
も
市
電
が
通
っ

て
い
た
っ
て
本
当
？

広告


